
　※　普通・快速のご利用を想定しております。
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ＩＣカード出改札システムの導入について

　ＪＲ北海道では、札幌圏での近距離利用のお客様の利便性向上を図るため、平成２１年度初から
のＩＣカードの導入を目指し、準備を開始します。

１．ＩＣカードによる新サービスの概要１．ＩＣカードによる新サービスの概要１．ＩＣカードによる新サービスの概要１．ＩＣカードによる新サービスの概要

（１）　導入エリアと利用人員見込み

小樽

北海道医療大学

札幌

岩見沢

新千歳空港

苫小牧

（２）　システム概要について

　　　札幌圏５５駅（無人駅含む）
函館本線　　 小樽～札幌～岩見沢
千歳線          札幌～新千歳空港～苫小牧
学園都市線　 札幌～北海道医療大学

　 ・ 発売するＩＣカード
　　　ＩＣ乗車券・・・プリペイドタイプ
　　　ＩＣ定期券・・・定期券とＩＣ乗車券が一体化

　 ・ カード発売の際にはデポジット（預かり金）
　　  をお預かりいたします。
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ＪＲ北海道
ＩＤ管理センター

相互利用
（今後検討）

札幌市営
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ＩＣ定期券発売
再発行処理

（問い合わせ先　営業推進本部　企画部　ＩＣカードグループ　011-700-5875）

券売機
ＩＣ乗車券発売

現金積増

改札機 運賃引去

チャージ
機

現金積増

機器名 主な機能

係員操作
端末

平成２１年度
単独開始⇒相互利用
段階的に運用を開始

平成１９年度

平成２０年度

年度 導入スケジュール 備考

平成１８年度

鉄道事業者にとって鉄道事業者にとって鉄道事業者にとって鉄道事業者にとって

（３）　駅イメージ図

（４）　導入効果

（５）　スケジュール

単独利用開始単独利用開始単独利用開始単独利用開始

開発準備・仕様検討開発準備・仕様検討開発準備・仕様検討開発準備・仕様検討

システム構築システム構築システム構築システム構築

サービス開始サービス開始サービス開始サービス開始

お客様にとってお客様にとってお客様にとってお客様にとって

　　キャッシュ＆チケットレス　　キャッシュ＆チケットレス　　キャッシュ＆チケットレス　　キャッシュ＆チケットレス
　■　きっぷ・オレンジカード不要
　■　定期券再発行可能
　■　タッチ＆ゴー（乗降車時の手間軽減）
　■　定期券の乗り越し自動精算（現金精算不要）
　■　残高不足時は同じカードに積増可能
　■　相互利用により他社線でも同様のサービス

モニターテストモニターテストモニターテストモニターテスト

■　自動券売機・自動改札機台数の削減

駅設備のスリム化

■　乗車券発行・オレンジカード発行コストの削減
■　改札機メンテナンスコストの削減

経費削減

■　運賃案内・乗越精算業務の省力化
■　現金取扱業務の軽減

業務改善

券売機

改札機

係員操作端末

チャージ機

２．その他２．その他２．その他２．その他

（１）　自社エリアサービス開始後の札幌市営交通（地下鉄・路面電車）との相互利用の
　　　　検討を進め、１枚のカードでのＪＲと地下鉄利用の実現を目指します。

（２）　ＪＲ東日本｢Ｓｕｉｃａ｣との相互利用の実現に向けた検討をしてまいります。

（４）　営業推進本部企画部内に｢ＩＣカード推進室｣を設置します。（平成１８年６月１日予定）

（３）　電子マネー機能・クレジット機能・モバイル機能等は、将来的に検討してまいります。

　※ＩＣカードの名称は決まり次第お知らせします。


